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はじめに――本稿のねらいと対象

本稿は、北米の太平洋沿岸北西部、とくにカナダのブリティッシュ・コロンビア州（以下 BC
州）に隣接する太平洋沿岸部における、近年の気候変動を扱った諸研究を跡付け、その傾向を

分析するものである。

本稿でおもにとりあげるのは、BC 州の沿岸水域（海域および河川域）における近年の気候

変動およびその影響を扱った、2010 年以後に発表された人文・社会科学および自然科学系の研

究論文である。ここでいう「気候変動」は、地球温暖化をはじめとする狭義の気候変動より少

し広い範囲を含むものとして想定されている。これは気候変動と深く関わる地質学的な概念と

して近年登場した「人新生」（anthropocene）を、本稿が多少なりとも念頭においているからに

他ならない。クルッツェンとストーマーが提唱したこの概念の詳細な説明は省略するが、いず

れにしても、この概念が強調するのは、現在の気候変動とその生態系への影響であれ、それに

よって新たにできる地層であれ、それらが人類の営為の影響を色濃く反映しているということ

である（Crutzen and Stoermer 2000）。その意味でいうと、たとえ狭義の気候変動と直接的な関連

が指摘されていないさまざまな人類の活動――都市化、貨物船の往来、漁業や養殖業の展開な

ど――であっても、それが人為的なものとして環境や生態系に影響を与える限り、広義の「気

候変動」として扱うことも妥当であろう。

つぎに、本稿の対象が 2010 年以後に発表された、水域における気候変動を扱っている研究論

文に限定されていることについては、物理的（ないし個人的）な理由と社会的な理由がある。

物理的な理由としては、私が対象となる論文をいかに探し、入手したかというプロセスにお

おいに関係がある。本稿で対象となる文献は、ブリティッシュ・コロンビア大学（University of 
British Columbia, 以下 UBC）刊行の学術雑誌、BC Studies（年 4 回刊行）所収の、BC 州に関連

した文献リストを閲覧し、そこから気候変動に関する文献を吟味して選びだしたものである。そ
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要旨：本稿は、北米の太平洋沿岸北西部、とくにカナダのブリティッシュ・コロンビア州に隣接する

太平洋沿岸部における近年の気候変動を扱った、2010 年以後に発表された諸研究を跡付け、その傾向

を分析するものである。2009 年にフレーザー川のベニザケが激減したが、それに端を発して発足した

コーエン・コミッション以後、カナダでは気候変動の影響を精査する研究が多々発表された。資源論で

は比較的多様な資源が研究の対象となっているが、自然科学においてはサケと貝類という、同州におい

て経済的にもっとも注目されている資源が研究対象になっていることが明らかにされる。そして人文科

学は、自然科学者たちの議論がなぜこうした偏りをみせるにいたったかを科学史的な視点から描きだす

ことになるのである。 
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こには膨大な量の文献が掲載されているため、私はそれをあるテーマや分野に即して限定する

必要を感じた。そこで気候変動を扱ったもののうち、陸上の（たとえば森林の変化や森林保護

など）ものではなく、水域のものに限定することにした。気候変動は比較的近年問題化された

トピックではあるが、あえて対象を 2010 年以後に発表された研究論文に限定した理由の 1 つも、

BC Stidues の文献リストに掲載された文献の数が膨大だったからである。

もっとも、2010 年以後に発表された論文に限定したことについては、上記の物理的で個人的

な理由とは違う、社会的な理由もある。BC 州と米国ワシントン州の国境（および州境）に流

れるフレーザー川は、北米太平洋沿岸でもっともベニザケの産出量の多い河川であるが、この

河川に遡上するベニザケの激減がカナダで大きな問題となったのが 2009 年のことだった。これ

を受けて、カナダの当時の首相であるハーバーの命によりコーエンがその原因と対策を明示す

る「コーエン・コミッション」（Cohen Commission, 以下 CC）と呼ばれる一連の活動（理由解明

のための科学者や資源ユーザーたちによる議論、シンポジウムから、最終報告書の作成まで）

が生まれた。2009 年のフレーザー川のベニザケ減少とそれにつづく CC が、BC 州において気

候変動を深く考え、議論するきっかけになったのは明らかで、これをきっかけに気候変動に関

する多くの論文が発表されたという面も否定できない。本稿が 2010 年以後に発表された論文を

対象とするもう 1 つの理由は、このベニザケの減少とそれに伴う CC 以後に、いかなる研究論

文が発表されたかを跡付けたいからである。

なお、BC Studies の文献リストと、そこから選びだした論文の入手に関していうと、私は UBC
（および京都大学大学院）に在籍する人類学者、永井文也氏の協力を得た。まず、永井氏が 2010
年以後の同雑誌の文献リストから、上記の条件にあると思われる論文を（少々広めに）題目か

ら選び、その選ばれた論文のリストを私に送ってくれた。そのリストを今度は私が吟味し、さ

らにしぼって永井氏に入手を依頼した。そして最後に、私の依頼を受けて、永井氏が論文を入

手し、それを私に送ってくれることになる。こうした文献の収集方法には 2 つの問題がある。第

1 に、BC Studies の文献リストは、北米で発表された文献はほぼ完璧に網羅していると思われる

が、ヨーロッパで発表されたもの（とくにイギリスで発表された英語文献）が仮にあるとして、

それらを網羅されているかは不明だった。そこで私は、イギリスの人文科学系のいくつかの雑

誌に限り、永井氏に調査してもらった。その結果、該当する研究論文はみられなかった。第 2
の問題は、われわれはあくまで研究論文をリストにある論文の題目から選んだという点である。

したがって、仮に当該地域の気候変動を扱っているがそれが論文題目（と副題）に反映されて

いない文献があった場合には、それを見落としている可能性もある。その意味では本稿でとり

あげる文献はけっして完全なものではないが、それでもだいたいのものは網羅できていると考

えている。

研究動向

ここでは 2010 年以後に発表された、カナダ BC 州沿岸水域をめぐる気候変動、およびその影

響に関した諸研究を紹介する。以下では自然科学、社会科学、人文科学という 3 つのジャンル

ごとにとりあげていくが、これはあくまで便宜的な措置である。

数多くの論文を、私はその著者の所属先（所属する研究所や大学の学部名）および掲載され

た雑誌名から 3 つの分野にとりあえず割りあてた。自然科学系と人文科学系（の一部）は比較
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的容易に分類することができたのだが、私にとっての困難は、しばしば横断的なジャンルとみ

なされ得る資源論のジャンルの論文であった。しかしその多くは経済的な言及をし、何かしら

の政策提言をしていることから、それらは社会科学系に分類することにした。資源論の雑誌に

書かれた論文であっても経済や政治的側面を扱っていない論文については人文科学系に分類し

ている。

自然科学系ではそのほとんどが生物学、水産学、漁業学のもので、社会科学系では経済学を

ベースにした生態学や資源論、人文科学系では地理学がもっとも多く、そのほかには人類学、社

会学、歴史学の論文があった。

1　自然科学系
Weatherdon ら（2015）は、生物学や漁業学の立場から、BC 州海域における今後 50 年の気候

変動に伴う生態系の変化を予測・吟味し、主として先住民がおこなう漁業に与える影響を議論

している。水温上昇とそれに伴う南方水域の魚類の北上により、現在 BC 州の経済と先住民の

食文化を支えているサケとニシンは減少するが、同じ BC 州海域でも北部水域ではその影響が

限定的であること、また南部水域ではサケ漁業とニシン漁業が大打撃を受けるだろうが、代わ

りにイワシ漁業など新たに活性化する可能性がある漁業があることなどが予測されている。こ

れらの予測をふまえ、先住民漁業では、影響の少ない北部の先住民と大きな影響を被る南部の

先住民のあいだでより活発な交易と資源へのアクセス権の再配分をするべきだと提言されてい

る。この論文で興味深いのは、「2050 年の BC 水域の生態系変化を予測する」という、本論文

の目的とまったく同じ目的で 20 年前に書かれていた生物学者 Beamish らの論文（1997）にまっ

たく言及がなく、また予測も大きく異なる点である。いずれの論文もサケをはじめとする現在

BC 州でもっとも重要視されている資源は減少すること、その減少は北部より南部でより深刻

なことが述べられているが、Beamish らがもっとも深刻な被害を受けるのがベニザケ（sockeye 
salmon）で、ニシンはほとんど影響を受けないと予測するのに対し、Weatherdon らはニシンこ

そがもっとも打撃を受けるだろうと予測している。

CC の影響もあり、やはりサケのストックについての論文は多い。Pess（2012）らはカラフト

マス（pink salmon）、McDaniels ら（2010）がベニザケ、Bendriem ら（2019）がギンザケ（coho 
salmon）、Malick ら（2016）はカラフトマスとギンザケのストックの減少の原因を分析し、将来

のストック維持のための展望を漁業学、水産学の立場から分析している。また、漁業学と経済

学的な視点から、Walters ら（2019）はカナダ政府がサケ漁業の管理に際してしばしばとってい

る漁獲率（exploitation rates）の調整が必ずしもサケのストック維持に貢献していないことを指

摘している。いずれの研究においても共通しているのは、水温の上昇が現在および将来のストッ

クの維持を難しくしているという見解である。McDaniels ら（2010）によると、たとえばベニ

ザケは水温が 20 度を超えると遡上しないので、水温があがると遡上期が早まってしまい、その

結果遡上するストックの半分以上が死ぬだろうということだ。こうした気候変動による影響か

らストックを守るために必要なこととして強調されるのは、サケが生まれた河川（あるいは孵

化場）のデータを現在以上に詳細に記録することである。Walters ら（2019）は、さらにそれよ

りはるかにラディカルな提案をしている。McDaniels らや Bendriem らがいうように、サケのな

かには生まれた河川ないし孵化場ごとに、気候変動への適応力が高い種とそうでない種がある

のだが、Walters らは、今後 BC 州水域のサーモンのストックを維持するためにはある種のト
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レードオフ、つまり適応力の弱い種を（たとえそれらが激減しても）精力的に捕獲し、適応力

の高い種を選択的かつ精力的に保存していくべきだと提言する。

CC 以後のサケに関する研究には、サケの減少と養殖場の因果関係の有無に議論を焦点化さ

せるものも多い。とくに州海域中部にあるブロートン群島でのカラフトマスの減少と、この地

域に導入された外来種のタイセイヨウサケ（Atlantic salmon）の養殖場の因果関係の有無は、BC
州では 2000 年頃から活発に議論されてきた問題であり、CC においても議論の核とみなされて

きた。この議論で焦点となるのはサケシラミ（sea lice）である。Krkošek ら（2011）、Morton ら

（2011）、Price ら（2010）の論文は、養殖場で生まれた大量のサケシラミがブロートン群島周辺

海域に流れ、それがカラフトマスの稚魚（野生種）に寄生し、死に至らしめることを生物学的

観点から立証しようと試みたものである。CC を機に開催されたシンポジウムや討論会ではこ

の因果関係の有無をめぐって活発な議論がなされ、Morton ら「養殖反対派」に異論を唱えた

「養殖擁護派」の科学者も数多くいたのだが、これら「養殖擁護派」の研究者による論文は BC 
Studeis 所収リストにはなかった。興味深い事実である。なお、この議論の詳細は、後に紹介す

る人文科学の領域で詳細にとりあげられている。

自然科学の論文の多くが漁業学や生物学の立場から書かれているが、水文学の見地からサケ

のストックについて論じた異色の研究を発表したのが Bradford ら（2011）である。Bradford ら

は、フレーザー川の支流であるブリッジ川のダム開放による水量調整とサケ類（ギンザケ、マ

スノスケ、ニジマスなど）の稚魚のストックへの影響を、13 年に及ぶ実験結果から論じ、「川

の水量が多くなればなるほど魚は多くなる」という通説が必ずしも事実ではないという結論に

達した。Bradford らの研究は、打撃を受けたサケ類のストックの復活に、（ダムの開放など）人

為的な対処をおこなう可能性を検討した興味深いものと位置づけられるが、他の研究と異なり

温暖化などの影響を加味していない。たとえばこの論文では、実験をおこなったある区画にお

いて、ダムの水門を開放すると秋の気温がそれ以前（実験開始前）とくらべて 2 度から 3 度上

昇したという報告があるが（Bradford et al. 2011: 2127）、そもそもこの気温上昇はダムの水門開

放のせいではなく温暖化のせいではないかという疑問が生じる。しかしこの論文では、この箇

所をふくめ、全編を通じて温暖化に関する言及は一切ない。

このように、自然科学ではほとんどがサケのストックについて論じているが、それ以外の資

源に言及した研究もある。たとえば Hajas ら（2011）は州水域の４つの試験区域におけるナマ

コの試験的漁業のデータに基づき、生産モデルの可能性を模索している。

2　社会科学系
自然科学系の論文の多くがサケのストックについて論じているのに対し、社会科学系ないし

資源論のジャンルの論文で扱われる資源は多様である。サケと並んで現在 BC 州においてもっ

とも注目を集めている貝類（ホタテ、牡蠣、ハマグリなど）の養殖に関する論文が若干目に付

くとはいえ、他の資源が言及されることも多い。

D’Anna と Murray（2015）は、すでに経済的に成功を収めた州南部の貝類の養殖業に関して、

地元住民の認識を生態学および社会学的な視点から調査した。養殖場はたしかに経済的に成功

したかもしれないが、養殖場があることで浜辺に立ち入り禁止の区画ができたり、環境被害へ

の不安があったりするなど、住民には心理的な不安がある。それらを越えたところに本来の福

祉の領域があるということが述べられている。
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Holden ら（2019）は、州南部ではすでに成功を収めている貝類の養殖業の北方への拡大の可

能性を、生態学、経済学的な視点から検討している。Holden らの見解では、海水温の上昇が種

類によっては貝類の成長に悪影響を及ぼし、経済利益が伸び悩む可能性があることのほか、漁

業、スポーツ・フィッシング、林業などすでに現地で発展した他の産業や、現地の先住民コミュ

ニティとの共存が重要であることが指摘されている。

Davis（2011）は、BC 州の底魚漁業管理をめぐって政府が結成したある組織のメンバーに対

するインタビューをもとに、この組織の現状と将来の展望を分析している。この組織には政策

決定案を作成する「幹部会」（caucus）とその案に助言を与える「委員会」（committee）がある

が、実際には「委員会」の意見が反映されることはなく、参加者たちはこの組織が効果的に機

能していないと考えている。Davis はこの機能不全を幹部会と委員会の不平等性によるものと

みなし、委員会のより早い時期からの参入こそが不可欠だと主張している。

Lam ら（2019）は、ハイダグワイ周辺海域のニシン漁業と先住民ハイダの間のニシンをめぐ

る管理、および両者の論争を解決するために、「価値観と生態系に基づく管理」という新たな手

段を提唱している。これは生態系の維持を強調する科学的な管理法と資源ユーザー間の摩擦解

消を強調する交渉法の長所と短所を考慮したもので、結論として漁業と海藻の魚卵採集業の管

理を別個におこない、後者の比率をあげることが提唱されている。

資源論の論文のなかで主要なテーマのひとつとなっているのが、さまざまな資源ユーザーな

いし利益集団間の調整や、共同での管理の在り様である。とくに政府と地域住民による資源の

共同管理は、現在 1 つの大きな研究潮流を形成するにいたっている。2010 年以後においても、

陸上（森林）の共同管理についてだけでなく（Hotte et al. 2018, Pinkerton 2018, Takeda and Røpke 
2010）、水域の共同管理についてのさまざまな研究がみられる。Pinkerton らの論文（2014）は、

州北部と中部のブロートン群島周辺水域の 2 つの事例研究にもとづき、政府と現地コミュニティ

による資源の共同管理において、いかなる要素が重要なのかを問う社会学、経済学的な研究で

ある。ひとえに共同管理といえど、そこにはさまざまなレベルがあるが（cf. Pinkerton 2018）、周

辺住民のほとんどが先住民であるブロートン群島では、あくまで政府の管理枠組みのなかで地

域住民の参加が模索されているなど、エージェント間の政治的な力関係に不平等さが際立つの

に対し、歴史的にさまざまなエージェント（労働組合やその他の大型組織）が存在した州北部

では、地域住民と政府の力関係は対等に近い。しかし、地域住民の内部の各エージェント間で

コンセンサスをとりつけることが困難になっていることが示されている。

こうしたさまざまな資源ユーザーのなかにはスポーツ・フィッシング産業も含まれるが、実

際スポーツ・フィッシングに関する論文はほとんどない。そのなかで、Nguyen ら（2013）の論

文はスポーツ・フィッシング産業とその消費者たち（スポーツ・フィッシャー）のことを論じ

た数少ないものである。この論文は、フレーザー川下流のスポーツ・フィッシングをおこなう

釣り人 300 人以上に対するインタビューおよびアンケート調査にもとづいて彼らの環境保全に

対する認識を分析しており、釣り人のタイプ（サケ中心かどうか、日帰り型かキャンプ型か、ベ

テランか素人か）によって認識にも異なる傾向が認められることを指摘している。また、管理

者による釣り人への教育は、非公式なものであるほうが望ましいという提言もなされている。

3　人文科学系
2009 年のフレーザー川のベニザケ減少とそれに伴う CC の発足、CC に端を発したさまざま



― 84 ―

人文論叢（三重大学）第 37 号　2020

な会議やシンポジウムに参加した人びとの議論は、人文科学者たちをも魅了したようだ。これ

らの議論そのものは、自然科学者間、あるいは自然科学者と環境保護団体の間の、おもに自然

科学の領域における議論だったといえるが、人文科学者たちはこういった論争をいわば科学史

的な立場から分析していった。先述の通り、この問題はいつしかブロートン群島にて展開する

サケの養殖場の問題へと移行することになった。Bocking（2012）が跡付けるのはこの流れであ

る。彼は 2000 年頃にはじまるブロートン群島のサケシラミの問題を丁寧に辿り、その歴史的過

程でサケシラミとブロートン群島がいかに重要なエージェンシーを獲得していったかを歴史学

的なスタンスから論じている。

ブロートン群島の養殖場とサケシラミの問題に関して、もっとも興味深いのが Viatori（2019）
の人類学的な研究である。Viatori は、CC 発足本来の目的であったフレーザー川のベニザケ減

少の理由解明が、いつしかブロートン群島におけるサケの減少と養殖場の因果関係の有無に関

する議論に刷りかえられていった経緯を明らかにした上で、養殖場擁護派と反対派の両方が（違

うやり方ではあるが）ともに「曖昧さ」（uncertainty）の概念を積極的に生みだすことで、政策

の方向性を定めようとする戦略を語っている。ブロートン群島のサケの減少にはサケシラミが

影響しているのか、そのサケシラミは養殖場から発生しているのか。この問いに対し、自然科

学者たちはさまざまな議論の末、最終的に「可能性はあるが決定的証拠はない」という結論に

辿りついた。そして一方で政府と養殖企業からなる擁護派は、この曖昧な結論をもとに事業の

存続を訴え、他方で環境保護団体など反対派は「不明である以上とりあえず事業を停止すべき」

という語りを生みだしていく。Viatori が語るのは、この科学的曖昧さが 2 つの相反する立場に

積極的、戦略的に活用される仕方である。

他方、Riedlinger（2019）は、CC の最終報告書の草稿、最終報告書、報告書に関するマスメ

ディアでの発表という 3 つの行程における、言説と比喩的表現の使われ方に関する興味深い比

較分析をしている。草稿段階では「サケの健康」という語より「サケの病」という語のほうが

圧倒的に多かったにも関わらず、最終報告書では前者の語のほうが多く使われていること、し

かしその最終報告書の内容を伝える新聞では再び後者の語が多く使われ、なおかつ“smoking 
gun”（決定的証拠）や“death by 1000 cuts”（致命傷にならない原因（傷）でも数多あれば死に

いたる）など、単純明快でセンセーショナルな表現が好まれたことが示された。

BC 州水域における気候変動の影響を扱った諸論文においては、近年正式に資源ユーザーと

してのエージェントの地位を確立した先住民に一定程度の関心を寄せている傾向が強くみられ

るが、それは人文科学においても同じである。たとえば Silver（2013）は、BC 州北部水域への

貝類の養殖業の拡張と先住民の参画の問題をネオリベラリズムの概念から論じている。政府は

貝類養殖業の拡大において先住民の参加を強く求めているが、それは彼らに新たな経済的機会

を与えるだけでなく、彼らのコミュニティが養殖場予定地に隣接しているからであり、その予

定地を文字通り囲い込みたいからである。先住民はこの申し出を比較的友好的に受け入れるが、

そこに意外な問題が生じた。元々漁師（fisher）だった先住民が養殖者（farmer）に移行するた

めの心構え（mindset）が欠如しているという文化的問題である。そこで政府は多額の予算を投

入して研究センターを設立し、養殖に必要な技術訓練や教育を先住民の施し、養殖に適した主

体を創りだした。Silver が主張するには、海という公的な空間を養殖場という私的な場に変え、

生産ノルマに応えるべく養殖に励む養殖者という主体を創りだすことが、養殖業におけるネオ

リベラリズムである。
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先住民に関する論考は、たとえば Dale と Natcher（2015）のものもある。Dale と Natcher は、

先住民カウチンの伝統的な梁漁の歴史的な抑圧と復活を跡付けている。商業的捕獲を優先する

ために政府に抑圧されたカウチンの梁漁は近年になって復活したが、それはカウチンの意図す

る形ではなかった。彼らは自給用の漁撈の道具として梁を復活させようとするが、現時点でそ

れは文化的なシンボル、およびカウチン川のサケの保護ツールとしてしか利用されていない。

Dale と Natcher はこのジレンマを報告している。また、Sanderson ら（2015）は、BC 州南部の

バンクーバー島南東部に暮らすコースト・セイリッシュ系先住民、ステラッテンの TEK と SEK
の比較と交差、共存の可能性について論じている。もっとも詳細な議論はなく、あくまでその

可能性を示唆するにとどまっている。さらには、Ayers ら（2012）もまた、同じくコースト・セ

イリッシュ系先住民であるフルクイニヌムのコミュニティを対象に、水産資源を守るために禁

漁区（no-take zone）を設置することへのコミュニティの反応を紹介している。資源保護の観点

から、禁漁区設置への賛成者も少なからずいるが、反対者はもちろん、賛成者のなかにも禁漁

区設置が先住権に抵触する可能性を懸念する声があることが指摘されている。ほかにも、Gaydos
ら（2015）は、セイリッシュ海周辺地域の都市化や近代化に伴う、セイリッシュ海の生態系へ

の変化を地元住民がどう捉えているかを論じている。さまざまな影響のなかでもとりわけ輸送

船の燃料漏れと海岸埋め立てが、先住民にとって不可欠な資源、とくに鳥類の生態に大きく打

撃を与えることが指摘されている。

多くの論文が、漁業者、養殖者、先住民など生産者を主たるエージェントとして捉えて議論

を展開するなかで、Dolmage ら（2016）は、生産者や政策決定者ではなく、消費者に焦点をあ

てている点で異色であり、興味深い。Dolgame らは、消費者による持続可能な活動としてバン

クーバーではじまったオーシャンワイズ（ocean wise）という消費運動（持続可能な方法で得た

水産資源のみを消費する活動で、それに賛同し、実践しているレストランなどには固有のロゴ

が貼られる）の効果について検証している。現在の水産資源の危機に関する造詣が深ければ深

いほどこの運動に参加するレストラン経営者が多いことから、今後の消費者への教育が活動の

拡大につながるだろうことが予測されている。

気候変動は、主としてマクロなレベルの問題と考えられているが、ローカルなコミュニティ

への影響の仕方は多様である。このローカルなコミュニティにおける気候変動のあり方やその

対処に関する研究もいくつかみられる。Burch ら（2014）は、地域コミュニティか気候変動の

影響を抑えるためにおこなう運動の効果を B.C. 州の例から検討し、もしコミュニティの運動が

長期的で政策決定に取り込まれるならばかなりの効果を生み出すだろうことが指摘されている。

また、Drolet と Sampson（2017）は、地元のソーシャルワーカーの果たす役割の可能性につい

て議論している。

終わりに――分析にかえて

以上の研究動向をふまえ、いくつかの分析をすることで本論を終えることにしたい。

以上の研究の流れから、最初にいえることは、BC 州水域における気候変動とその影響に関

しては、議論の対象となる資源としておもにサケと貝類があげられていることであろう。これ

については Bendriem ら（2019）が結論でいうように、いかなる資源が保護されるべきものとし

て議論の対象になるかは、州や国家の政治・経済的状況と大きく結びついているように思われ
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る。サケと貝類が議論の俎上にあがったのは、これらの資源の養殖が漁業に代わって州の基幹

産業になり得るものとして注目されているからであろう。そしてその傾向は、社会科学（資源

論）よりも自然科学に多いことがうかがえる。そして人文科学のうち、歴史学やポストモダン

系の人類学、地理学的研究は、こういった自然科学における著しい偏りを、科学史的なスタン

スから分析している。

つぎに、かつての議論においては（おもに「白人」の）漁業者などの生産者や政策決定者が

議論のエージェントとして登場したのに対し、ここ一〇年間の論文では、生産者および地元住

民としての先住民、スポーツ・フィッシャーのほか、消費者たち、または、かつてなら議論さ

れる側ではなくする側としてのみ立ち現れた自然科学者たちさえもが議論の主要なエージェン

トとして立ち現れることが多くなった。また、Boking（2012）や Viatori（2019）などは、サケ

やサケシラミなどの非＝人間までもが重要なエージェントとして立ち現れるのも興味深い。議

論におけるこうしたエージェントの多様化が、ここ一〇年の研究の特徴といえるかもしれない。
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